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学生の自己形成と教師教育

Self‐foェェェェatton of the Students and the Teacher Education

Ta的lo Tokumoto

1.問 題の所在と対象

(1)教育原理における学びの中身と厳格な成績評価

学生は何を,い かに学べば,受 講科目を学んだことになるのか。授業者は学生の学びをどの

ように援助し,評 価するのか。授業担当者は,こ の課題に対する合理的な回答を持つことが要

請される。専門性が高く,評 価基準が明確な科目については,こ の問いへの回答は簡単であろ

う。教育原理の場合はどうか。少なくとも,筆 者に関しては試行錯誤の連続である。

誰もが教育を受けた経験を持つため,教 育に対しては一家言持つ。一億総教育評論家といえ

る事態である。自分の経験を語ることが教育の在り様を鋭く突くことは多い。だが,教 育原理

における専門性に各自の経験は,ど う位置付くのか。自分の経験を広く深く捉えようとすれば,

経験の狭さや浅さに気付くであろう。教育の在り様を自分の経験を生かしながら考えていくに

は,学 としての教育学,あ るいはその応用としての教育原理の学習が必要となる。

教育原理という科目は教育に関わる事象を総合的,構 造的に明らかにし,そ れらを実践的に

生かすという性質を持つ。教育の理念, 目的,内 容,方 法,制 度,児 童生徒,教 員,教 授 ・学

習,教 材,評 価等が大項目となる。教育原理が拠あて立つ教育学が学問としての体系性を確立

していればともかく,科 学としての教育学は途上である。総合的,実 践的人間学とでもいうべ

き教育学の特質ゆえ,教 育の理解は広範で深達なものにならざるを得ない。その意味から授業
を受講した証として持つべき教育原理の学びとはいかなるものであるのかが問われる。

近年の大学生の学力低下に伴って,大 学審議会が大学教育の出日の評価を強調するように

なった。厳格な成績評価である。教育原理の成績評価は従来もなされてきた。筆者も受けてき
たし,実 施してきた。それらはどこまで自覚的であり,厳 格であったのか。時代は,よ り厳格
さを要求する方向で動いている。この点からも,上 記の問いは当然の課題である。

修)教 職を取り巻く状況

いじめ,学 びからの忌避,学 級崩壊等,子 どもと学校,教 育をめぐる状況は困難さを増して
いる。問題は幾重にも関連し,複 合汚染的な状況を呈している。こうしたなか,大 学教育にお

ける教職課程教育のなかでも,教 育心理学と並んで基幹科日と位置付けられる教育原理の授業
は,学生に対してどのような力量を形成しようとしているのか。教職課程教育全体,あ るいは,
大学教育全体のなかで教育原理はどのような役割が期待されるのか。新たに開設された教職の

理解に関する科目 (教職入門,教 師論という名称で開講される大学がある)と は違った教育原
理の独自性とは何か。授業担当者はこういった問いへの回答を求められている。
政治的には,首 相の私的諮問機関である教育改革国民会議の中間報告が出された (2000!9.

夫達本徳
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22)。より多くの市民が自覚的に教育改革の論議の中に加わるためにも,教育の現状と未来に責
任を有するべき市民の一人として,中 間報告に対しても応答する力量が必要となろう。そのよ
うな市民としての教育に関する教養の在り様も検討される必要がある。
今日,教 職課程教育は幾多の困難を抱えている。少子化の進展を理由とする教員採用数の減
少にともない,国立大学の教員養成系学部の定員5000人削減が進行している。教育職員免許法
の改正が行われ,教 育実習の期間延長,介 護等体験特例法実施に伴う7日間の介護等体験の導
入等,幾 多の改革が進行している。教育職員免許状の取得までにはより多くのハードルが課せ
られるようになった。

本稿は上記の問いへの応答を,筆者のH女 子大学における過去数年間の実践から試みたもの
である。報告の中心は1999年度の授業に基づくが,適宜,他 の年度の実践にも言及する。議論
の叩き台となれば,幸 いである。先駆的な実践報告はある。浅野誠1)は,早 くからこの問題に自
覚的で,実践的研究を重ねている。教育方法学 ・生徒指導という研究分野の問題というよりは,
授業を学びの主体同士の呼応関係ととらえる視点が基本にあるからこそ研究的実践報告がなさ
れるのであろう。教育学研究は自己の実践を対象化する作業から始めたいも

2,大 学教育における教職課程教育

(1)学生の存在および学びに関わる現状

教職課程教育の基幹科目の一つである教育原理の授業は,学 生の実態理解から始まる。学生
の実態理解は教育原理授業の出発点であり,授 業内容を決定する重要な柱である。現代日本を
生きてきた学生が語る実態,学 生自身がなす問題提起に対する応答を欠く教育原理の授業は,
教育学の成立を社会的,歴 史的背景と無関係に紹介する講壇的授業になりかねない。
中野光たちは,教 育学 (あるいは教育原理)は ,「警世の学」であり,「希望の学」として存
在するという観点力|ら 『教育学』教科書を執筆している幼。人間が社会的,歴 史的存在である
以上,人 間は時代や社会によって創られつつ,時 代や社会を創っていく。時代や社会の持つ病
である負の側面が子ども・学生の身の上に生起するのは当然である。授業者は,受 講生の上に
表れた時代や社会の持つ負の側面を見抜く目を持つ必要がある。同時に,そ うした負の側面を
克服するためにどのような方向性と目標を持って対応すればよいのかを,生 身の大人として,
指し示す責務がある。「創られながら創る」存在としての自覚を踏まえて創られるという客体的
条件を,い かにして創るという主体的条件に生かしてぃくかである。少なくとも,時 代や社会
と無関係の第三者的な教育原理授業は,受 講生の心に響くとは思えない3)。授業実践を公表し
ている,例 えば武田忠4)ゃ勝山苦章5)の実践も学生の実態理解から始まっている。全ての授業
において,学 生が示す時代や社会への反応に授業者としてどのような反応を示すかが問われて
いる。とりわけ,教 育体験に関する内容に関わる授業においては,そ うでぁりたい。筆者の体
験があるからこその思いである。学生が当事者として学ぶという実感を,教 育原理授業から得
たか否かがまずは授業の基本的姿勢として間われる。

(2)学生の問題提起

「本授業では何を, どのような理由で学びたいか」を初回の受講アンケートで書いてもらう。
学生の実態理解の一助とするためである。以下はいずれも教員志望で,「是非とも」「できる限
り」教員になりたいという2年次生のものである。いじめ,学 級崩壊,教 員のあり方,学 校の
意味,教 員と生徒の関係等,学 校教員として直面するであろう課題を取り上げている。
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「私はこの授業で,教 育とはどうやって作られるのかを学習したいです。なぜならば,教 育と聞くと,い
ろんな事が浮かんでくるけれど,何 が基になっているのか私自身わかっていないからです。だから様々な
教育 (家庭環境)な ども取り上げてほしいです。」

「現代の社会の教育をするべき学校というところで,いろいろな問題が起きている。ニュースの中でもよく
取り上げられるようになってきている。いじめ問題をはじめ,登 校拒否などがなぜ起こっているのかとい

うことについて取り上げたい。なぜなら,今 の学校での1番の問題だと思うからだ。もちろんこれらのこ
とはすべて学校の責任だとは思わない。家庭での教育の仕方にも何らかの問題があるのだと思う。これらの
ことを総合して,こ れらの問題について取り組んでみたいと思う。」

「日本の受験のための教育について,学級崩壊になっている現状やイジメについてを取り上げてほしい。理
由は,こ れからもその教育制度が続いた時,そ の中での問題が生じてくるため。」
「私が今,最 もこの講義で取り上げてもらいたいと思っていることは,学 級崩壊 ・不登校などといった,
今実際に教育現場でおきている多くのさまざまな問題です。まだ私は十代ですが,も う私が小中学校に通っ
ていた頃とは全く違う問題が現場でおきているはずです。それは私が通っていたような地方の学校と東京や
大阪といった大都市にある学校の間にも何らかの違いがあるはずなのです。だから,そ のようなことにつ
いて具体的に知りたいです。」

「・心の教育について/・学校の役目→教師と生徒の関係のあり方を学びたいので。/・ 君が代について→

最近,校 長先生を自殺に追いこんだというニュースを聞いて,興 味を持った。/・ いじめ問題」
「・現在の教育方針についてほんとにそれでいいのかどうか/。 子どもたちの前で教師はどうあるべきな
のか/・ イジメや不登校の実態/・偏差値できめられる子どもたち/。体罰について」
「高校時代のことから,教師と生徒の関係について授業で取り上げたい。教師は,生徒たちにとってどうい
う立場でいなければならないのか,そ ういうのを,話 を聞いたり,ビ デオをみたり,本 を読んだりして,
発見していきたい。」

「今の世の中における教育の現状とそのあり方について先生や皆と討論や話し合って考えていきたい。現代
社会のひずみともいえるいじめ問題や,学歴社会について (受験戦争時代について)考えていきたいと思う。
常にWや ラジオ,新聞などで取り上げられているが,実際には文部省も,教師も親もそれが当たり前とか,
あまり深く考えずにいると思う。これは,問 題にあたいする価値あるものではないだろうか。私は見落と
しのない教育の考え方について学んでいきたい。」

「現代の子どもたちの生活と学校での過ごし方。そして,そ れは正しいことなのかどうか。私は田舎の小
さな小学校で育ったため,“受験

"と
いう言葉を意識せず,勉 強も

“
受験のため

"で
はなく
“
自分のため

"

にして来ました。ある時は自然とふれあうことで生物の
“
命
"を
知り
“
生きる喜び

"を
学び,ま たある時

は,ク ラス全員,学 年全体で自ら,生 徒の意志によるポランティア活動によって人とのふれあい,協 力,
団結のすばらしさ,助 け合うことの大切さを学んできました。もちろん机の上の勉強もしてきました。
しかし,現代では,“受験のための勉強

"=“
自分のため,自 分の将来のため

"につながり,机 の上での
勉強のみが重視されている。この考え方はいつから出たものなのか,何 故,そ ういう学び方しか考えられ
ないのか。これらを考えてみたい。」

これらは相対的に自覚的な回答である。全体的には,一 般的で漠とした回答である。回答時
間の不足が理由なのか,課 題設定,問 題提起という行為事体に不慣れなためであろうか。

これらの課題に対しては授業の中で検討できる。問題は,そ れらの理解がどこまで教育原理
を学んだものとしての識見になるかである。受講生が記した学びたい内容と自分の体験との関
わりを, どこまでも当事者的に捉え,専 門的な観点に立つ解決の方途を探る学びを提示する必
要がある。同時に,学 びたい課題により自覚的になる必要がある。そこで問題の所在を明確に
するため,卒 業論文執筆段階での問題提起を示すことによって,学 生が抱える共通の課題を明
らかにしたい。

以下の資料は,H女 子大学文学部初等教育学科学生の卒業論文のまえがきである。筆者は卒
業論文指導において自分史を踏まえた卒業論文が持つ意義を語っている。そのような卒業論文
を書くことを通して,時 代や社会との関連の中で自らの学びと育ちを確認し,教 育のあるべき
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姿を展望することは学びの根幹となるからである6)。当事者意識は学びを具体化する。そのよう

な卒業論文作成の取組みは一定の成果を上げていると評価される。学生は卒業論文作成時点以

前に漠たる課題を授業等を通して提起してはいる。先に示した受講生の学びたいテーマがそれ

である。それらの課題を広く,深 い視野から対象化しつつ,当 事者として取り組む姿勢を形成

するにはどうすればよいのか。授業者の力量が問われてくる。

私は,高 校生になってから,自 分にとても自信をなくし始めた。それまで「勉強ができる子」であっ
たのに,高 校に入って思うようないい成績がとれない。かといって勉強以外のことに人より優れている
ところを探しても特に何も見つからない。性格がひねくれていて,人 間関係もうまくいかない。(表面
的なつきあいしかできない。)そ ういう自分に気付いて,自 分という人間に自信がなくなっていったの
である。

そして,自 分の気持ちや行動が,と ても複雑で矛盾していて,ま た,「不安な自分」がいつも心のど
こかにいる,と いうことに気付いた。複雑な気持ちや行動というのは,私 は,“人と関わりたい

'と
い

う気持ちを強く持っているのに,行 動では人と関わることを避けていることがある。また,私 は,人
から自分のことを

“
良く (いい人間として)見 られたい

"“
ゃさしくしてもらいたい

'と
いう気持ちが

とても強いように思うが,私 自身は他者に対してとても冷たい時があるのだ。
“
やさしくしたぃ

い
と心

の中で思っているのに,行 動が伴わない時もたくさんある。

私は,私 がどうしてこんなふうなのか, ということを考えた。そうすると,私 は,私 が自分のこと
をありのままでは受け入れられないでいる,と いうことに気付いた。そしてそのことが,他 者のこと
もありのままでは受け入れられなくさせている, ということが分かった。
私は,あ りのままの自分を受け入れられるようになりたい。なぜなら,あ りのままの自分を受け入
れられなければ, 自分を殺してしまうだけでなく,他 者をも紋してしまうからである。
私は大学受験の時,最 も親しくしていた友人の合格に対して,心 から 「おめでとう」と言うことが
できなかった。私のこの論文のテーマの一番の動機である。(A生 )

親元を離れて大学に入り,その生活の中で,客観的に自分を見つめる機会を多くもてたこと,また授
業や,ゼ ミの中で友人や先生方との深い話し合いが持てたことで,私は,自分が友人・教師・両親との
人間関係の中で, どれほど自分を見失ってきたか,は っきりと意識するようになった。私は,い つも
本当の自分を隠し,大 人の言うことを素直にきく「優等生」であることを一生懸命努めてきた。人か
らの評価や視線を気にしながら生きてきた。主体性を持つことも許されなかったが,も し持ったとして
も 「悪い子」として見られるため,人 からはみ出した行動をとることを恐れるようになっていた。
そのような窮屈な生活の中で生かされていると,人が自分たちと同じ世界の輸から離れ,自由に生き
ようとすることが許せなくなるのである。他人の成功や幸福を素直に受け入れられず,憎 しみすら覚え
るのだ。そこで感じる疎外感や孤独感,脅迫感は並大抵のものではなく,今 よりさらに自分を押しつぶ
し,外 との関係を切ろうと働きかけるのである。このように私は,常 に見えない何かに突き動かされ
て生きてきたのである。現在も,そ の生き方から脱しきれていない。
しかし,こ のように感じているのは,私 一人ではないのではないだろうか。私と同じ時代を生きて
きた人,ま た私たちの時代のもとを作ってきた大人たち,そ してこれからの時代を生きていこうとし
ている子どもたちにも,程 度の差はあれ,感 じるものがあるように思うのだ。なぜなら,私 自身,そ
のような人々の文化的・教育的影響を受けて育ってきているし,私 もその流れの中で,他の人々に何ら
かの影響を与えながら生きてきてぃるからである。(B生)

私は,今 ,大 学生である。教師を志していたため,大 学に進学した。大学選びも,迷 うことなく初
等教育学科のみを受験した。そして,小 学校教諭を目指し学んでいくはずだった。しかしでぁる。講義
を受けたり,ゼ ミでの話し合いなどをしていくぅちに,自 分が,教 師になるならない,つ まり専門性
を身につけていく以前の段階であることに気づき始めた。言葉を変えると,人 間ではなかったと言うこ
とである。その一番の理由は,他 人の目ばかりを気にする自分のなさであろう。人間ではなかった,
と考えるようになったのはいつも抱いていた,特 に理由のない不安感,何 をやっても沸いてこない心
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からの充足感 ・満足感がピークに達していたことが素地になっている。

その思いの根源の一端が,学 校教育にあったのではないかということを,講 義やゼミでの学びで気づ

いた。その時,自 分の今までやってきたこと,学 校においては勉強がいったい何だったのか,と 思い,
空虚感に襲われた。約 15年間がガタガタと自分の中で崩れ去っていった。そして,大 学生でもあるに

かかわらず,本 業であるはずの勉強,学 問の仕方,学 び方を知らない自分にもぶつかリダブルバンチ

をくらった。しかし,そ んな思いと同時に 「学ぶ」ことの楽しさも知った。学んでいくことで,自 分
の苦しい思いから脱出しつつあるからであろう。

いろいろな 「学び」の側面に触れたことで,私 の中で,「学ぶ」ことがどのようなことなのかが分
からなくなってきたのである。小学校から勉強,つ まり学んできたはずなのに,今 の自分と言えば,
他人の目を気にしている自分でない自分である。私は一体何を学校で学んできたのだろうか。

そこで,こ の研究では,人 間にとって 「学ぶ」ということは何か,ど ういうことなのかを自分な

りに明らかにしていく。(C生)

学生はさまざまな課題を抱えつつ学生生活を送っているが,主 たるものはここに紹介したよ

うな存在不安と個性喪失,学 力の低下と歪みと大別できよう。

存在不安と個性喪失に関しては,学 生Aの 場合は,共 働きであった両親の保育所への迎えが

遅いことを担当保母から愚痴をこぼされたことがひとつの遠因になっている。さらに,高 校時

代に教員から受けた心ない発言も大きい。このような幼少期の原体験,青 年期の体験が存在不

安を招いているにも拘らず,当 初は,そ のような存在不安を全て自分の責任に負わせようとす
る姿勢にあった。また,そ れが却って自分を苦しめることになっていた。大学時代の学びを通
して,現 代日本という時代と社会が生んでいる病に対して向き合い,病 が生まれた背景を確認
することによって自分の存在肯定へ,さ らには本来的自己の形成へと至らせている。

学力の低下と歪みに関しては,大 学入学以前に 「優等生」としての学びを続けることによっ

て,本 来的自己を見失い,周 囲の眼が気になる学生としての自己形成を遂げてきた様子が窺え
る。学生B,学 生 Cは ともに,自 分が抱えている課題が現代日本に共通のものであることを見
抜き,「優等生」的学びを克服するための学びの道筋を明らかにした。そこから質の高い学びを
同じ卒論ゼミ生と展開していった。学力の低下と歪みは対のものとして存在する。学力の歪み
が是正されると,学 びの質も高まるといえる。

0)教 職課程教育の課題

いずれの場合も,こ れまでの生き方;学 びを相対化するなかで,生 き方,学 びが持つ歪みを
自覚することに繋がった。対象化作業である。いずれも当事者性,対 象化,構 造化が学びを深
める上での重点目標となった。中野光が強調するように,主 権者形成の教育思想は教育学が追
求してきた世界的遺産である7)。主権者形成の教育思想を自らのものとして自覚できるような学

ぴの世界を展開することは,大 学教育,教 職課程教育がなすべきことであろうも学生が示す問
題提起への応答は,主権者形成の教育の一環として展開されることが求められる。さもなくば,
教育の名に値しない。いわんや,似 非宗教的な世界に学生を誘うことでもない。筆者自身の問
題でいえば,沈 痛な課題を抱えた学生たちの学び直しの場に立ち会うことは,教 員自身の生き
方を問うことであった。

学生は程度の差はあれ,以 上のような共通した課題を抱えている。このような存在不安と個
性喪失の時代下,子 ども・青年,教 育をめぐる問題は複雑多岐に及んでいる。こうした状況の
打開は,大 田尭が強調するような子育て・教育の原理である個体の保持と種としての人類の持
続に立ち返ることが必要となる8)。それは教育の根本法である教育基本法にいう教育の目的の
再確認である。一人ひとりが F人格の完成をめざし,平 和的な国家及び社会の形成者」に育つ
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教育の実現である。この理想の実現は,一 人ひとりの人間に,各 人が持っている天賦のオ能,
人間的な富の全てを開花させる手段を与えることを通してはじめて可能になる。
だが,「学校化社会」の中で青年は巣籠もり状態にあり,偏差値という見えない背番号に息苦
しさを感じ,実 存的不安に苛まれている。教育が一人ひとりが主体的に生きることへの 「助成
的介入とすれば,学 生に対する批判的介入も必要」のとなる。学生が自らの存在不安に向き合
いつつ,そ こから逃避するのではなく困難な教育状況に立ち向かうには,相 応の覚悟が必要で
あることを自覚させる必要がある。主権者形成の教育である。そのような姿勢と力量を形成し
ない限り,今 日の教育が生んだ弊害を放置することになる。学生を一人の人間として,尊 敬す
ることにはならない。ただし,批 判的介入は性急には進められない。存在感を感じられるよう
な癒し的な対応を前提とする関わりが必要であることはいうまでもない。
こうした意味で,大 学教育における教職課程教育は幾多の困難を抱えた学校現場に就こうと
する学生を励まし,教 育の諸課題の解決をめざす志と能力を形成する教育者としての資質形成
のための授業である。と同時に学生の自己形成―自分探し,自 分創リーに繋がる取組みである
ことが期待される。こうした営為が教育者として,か つ市民の教養としての教職理解に葉がろ
う。これはとりわけ開放制教師教育がなすべき課題であろう。現代の教育課題が生まれた背景
に対する認識を深め,確 かな対策にむけての姿勢を育て,学 ぶことへの手応えを感じさせるこ
とは大学の教職課程教育がなすべきことである。価値観が多様化する今日,単 なる社会適応の
訓練ではなく,よ り確かな自立と共存の能力の育成が必要である。教職課程における学びを当
事者性を踏まえた開かれたものにすることが必要となる。ユネスコ学習権宣言 (1985年)の理
念の具現化である。当事者としての学びを通してこそ,「与えられるものの過剰,獲得するもの
の過少」10時代を象徴する歪んだ学力の克服,あ るいは学力の剥落現象の克服は可能になる。
いずれも,根 本には人間主義 (ヒューマニズム)が 追求してきた目標である一人ひとりの人
間に,各 人に与えられている天賦のオ能,人 間的な富の全てを開花させる手段を与えるという
視点がある。それはまた,教 育原理授業のもととなる教育学という学問が,「人間 (ホモ・サ
ピエンス)に きわだった特徴としてみられる生理的誕生と社会的誕生との間のずれを, どのよ
うに埋めるのがよりよいか」を追求してきたことに明らかである11)。人間は「生理的早産」(ポ
ルトマン)を 特徴とする動物であり,固 有の基本的行動様式である直立二足歩行,言 葉,洞 察
力ある行為を開かれた世界のなかで獲得する。それ故,個 性が生まれる。天賦のオ能の発揮に
繋がる個性の磨きが求められる。だが,今 日の世界は個性を育むような開かれた世界たりえて
いないのが現状である。個性喪失の時代,複合汚染的な状況を呈している。1997年の神戸事件
をはじめとする事件は家庭,学 校,地 域社会,社 会の在り方,ひ いては大人の生き方を根底か
ら問い続けている。現代の子どもの成熟度の問題は大人のそれだからである。
こうした子どもと教育をめぐる一連の問題状況は,子 どもたちの社会性の低下の結果ではな
く,社 会力の低下と捉える門脇厚司の指摘は示唆的である12)。だが,社 会力という発想は今に
始まったことではない。1947年時点にある。教育基本法の教育の目的条項がそれである。「平和
的な国家および社会の形成者」としての力量を形成することは,社 会力がなくしてはできない
ことであり,ま た,そ のような社会力自体の形成をこれまでの教育はめざそうとしてきたので
はないのか。しかも,そ の社会力とは,個 人の次元でいえば,人 格の完成をめざすというもの
になる。教育の持つ主体的,創 造的性格が強調されなければならない。その意味からも,教 育
基本法の教育目的はきわめて創造的な視点を持った文章である。むしろ,問 われるべきは戦後
55年,教 育基本法制定53年の2000年時点においてもなぜゆえに,そ のような理想から遠い現
実があるのかという問いを問うべきではないのだろうか。栗原彬のいう生命原理と対極の生産
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原理13),生産至上主義に走った経済政策の結果であろうか。とすれば,そ のような政策の持つ

危うさに社会はどこまで自覚的だったのだろうか。今日の問題でいえば,バ ブル=泡 経済の崩

壊とその後のゼロ成長への批判にどう向き合っているのか, しかも,等 身大でもってである。

ゼロ成長が,な ぜかくも批判されなくてはならないのか。持続可能な経済成長という視点は人

間の生き方を考えるうえで不可欠であろう。世界人口60億人,そのうち肥満 12億人,飢餓 12

億人という数字がある。このような関係の中で暮らす一人の 「私」に, どこまでの自覚と痛み

があるのか。主権者形成の教育とはそのような自党と痛みを伴うところから始まる。

3日 教職課程教育の実践―教育原理の場合―

(1)授業目的と内容,方 法

(中等)教 育原理の授業目的,内 容,方 法などは以下である (『講義概要』)。

目的 :教育は誰もが子育て・教育の対象になった体験を持つという意味で普遍的行為であり,人 類
の誕生と共に生まれた歴史的事象でもある。だが,どのような教育が人間の幸せに繋がるかは定かでな
い。人間と社会の双方にとって必要不可欠な社会事象でありながら,今 日,「教育」によるさまざまな
病理現象がある。いじめによる自死,教師による体罰死,虐待,学級崩壊をはじめ,精神的失業状態に
おかれた子どもたちは,そ の結果である。「透明な存在」と自ら命名した神戸事件の少年の訴えは,同
世代の若者にひろく共感されている。他方,ナ イフ殺傷事件の記憶も新しい。

本授業では,こ うした教育や学校をめぐる厳しい困難な状況の中,あ えて教職をめざす受講生の志の
高さに応えたい。子どもが健康で文化的な生活を送る上で私たちはどのような援助ができるかを教職を
めざす一人として,歴史的。社会的構造の検討を通して,子 どもの権利条約が強調する「子どもの最善
の利益」の観点から考えていく。これまでの自己体験を振り返りつつ,学 びの当事者としての自覚を持
ち,教育問題の所在を構造的に明らかにし,解決の方向を探り,社会・歴史・人間に対する見識を高め
てほしい。

内容 :①子育て・教育の原理の全体像―個体の維持と種の持析
―②日本と欧米における教育目的―

理想的人間観との関連から一③学校の成立と発展一文化遺産の継承の意味―④義務教育観の転換一国
家への義務から学習する権利ヘー⑤教育内容と方法の基本一生きて働く学カー⑥授業の原理一学びに
おける事件―⑦生徒理解と実際―教育愛と教育敬一①学校の機能不全一学級の崩壊から再生ヘー③教
職の専門性と倫理性一役割自己と本来的自己―①家庭,地 域,学 校の連携一学びの共同体ヘー

参考文献 :佐藤学 『学びの死と再生』(太郎次郎社),大 田義 『教育とは何か』(岩波書店),倉 田侃
司他 『教育の基礎』(ミネルヴァ書房),天野郁夫他 『教育の原理』(東京大学出版会)
評価 :(観点)基礎的事項の理解を前提に,自 らの教育観が拡がり,深 まったか。多様な見方,総合
的見方が培えたか。問題を当事者として把握できたか。(材料)毎 回の授業寸評,レ ポート,試験,授
業への参画度その他。

ここで示したものは,子 どもと文化,教 育の関係を幅広く扱った関連科目 「子どもと文化」
(教養科目,一 ,二 年次後期)の 授業概要と共通している。本授業を教育原理受講生のなかで,
一年次段階で履修している者は1割程度である。履修した学生には子どもと教育の問題を幅広
い観点から把握する姿勢と力量が形成されているために,教 育原理授業の学習が円滑に進むと
いう面はある。『授業概要』は以下である。

目的 :『最後の植民地』(B.グルー,1975)であった女性も,1975年の国際婦人年を契機に性差別紋
廃を果たしつつ今日に至っている。しかし,今なお「最後の最後の植民地」の人がいる。子どもである。
なぜ,彼 らは「最後の最後の植民地」「16億の小さな囚人たちJ(人間になろう116億 と運帯する会議,
ドメス出版)な のか。言葉をもたない弱み。大人から養われる存在。労働の世界から締め出される存
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在。いずれも,子 どもには責任はない。彼らは 「子ども」であるがゆえに,大 人の 「植民地」である。
5歳を待たずに死を迎える世界の子どもの数,一 日3万 500人。一方,い じめで自死する日本の子ども。
これが現実である。F星の王子さまJの訴えも空しく響く。所詮,大人は子どもを「喰う」存在なのか。
本授業は時事資料,児 童文学等を材料に,子 どもの視点から大人文化 (制度,意 識)を 問い直し,
大人と子どもが共に 「いい気持ち」になれる道を探る。この作業は 「女・子ども」とこれまで一括さ
れてきた女性による世直し作業である。「育児100%責 任論」も見られる現代,母親への負荷は大きい。
子どもへの加害者にならないために,子 どもと連帯して現状を拓きたい。若さに期待する。子どもと
は18歳未満の人間。そう,ほ んの少し前はあなたも子どもだった 1子どもの福音書である子どもの権
利条約を友に。

内容 :①虐待される子ども一親の意識と背景②早期才能開発教育の功罪―結果は20年後?③不登校
と学びからの逃走一学校の苦しさ④いじめ社会の子ども一本当の敵は?⑤失業状態の「フツー」の子ど
も一当てにされていた時代①反逆する子ども一祖父,親 殺しから子ども殺しへ②H系 バイトの女子高
生③路上に生きる子ども一学びのリアリティ③戦争の道具―安上がりな秘密兵器①死刑を待つ子ども
一責任は社会?本人?①大人と子どもの未来一永遠の敵からパートナーヘー

参考文献 :村瀬学 F子ども体験』(大和書房),本 多勝一 「子供たちの復讐」(朝日文庫),斎藤茂男
『父よ,母 よ」(講談社文庫),本 田和子 『異文化としての子ども‖(筑摩学芸文庫)
評価 :(観点)自 己の子ども観が拡がり,深 まったか。多様な見方,総合的見方が培えたか。問題を
当事者として把握できたか。(材料)毎 回の授業寸評, レポート,試 験他

(2)受 講生の概要

対象は,文 学部国文学科,英 文学科 2年次生 (前期開講)で あり,中 学校一種,高 等学校一

種免許が取得可能である。受講生数は再受講生数を合わせて150人前後である。前任者から引
き継いだ1997年は227名,1998年 は242名,1999年 は 196名,(過 年度生 100名)。

第 1回 目の受講アンケートによれば,新 規受講生96名中,66名 が教職志望であり,か つ志望

度は何が何でもという強い意志を表明している。また,学 びたい内容と理由については,既 に

触れたように,幅 広く現代教育の諸問題の理解を求めている。

(3)授 業で扱う資料

主として,各 種新聞記事プリント,参 考書 (1999年は 『やさしい教育原理』有斐閣,1997年
を使用した),お よび映像資料である。各種新聞記事は,時 事的資料を教材提示器を用いて紹介
する場合と,印 刷配布する場合とがある。ちなみに1999年の配布資料は,以 下である。
「学級崩壊」,(朝 日新聞,1999年 5月 10日),「よい教育 ?」 (上,中 ,下 )(朝 日新聞,1999
年 5月 12日,19日 ,26日 ),「教師が社会を支える時 (朝日新聞,1998年 4月 12日),東 京都
「できない先生はクビ覚悟を」(朝日新聞,1997年 11月 16日),「余録」(毎日新聞,1999年 4
月 11日),「教育課程審議会まとめ」(毎日新聞,1998年 6月 23日), 日本教育学会第57回大
会公開シンポジウム記録 (「教育学研究」第66巻第 1号,1999年 3月 ),そ の他である。
映像資料は,NHK特 集やNHKス ペシャル等で放映された 「日本の自画像」(1996年放映),
「映像でつづる昭和史」(1990年放映),「学級崩壊」(1998年放映),「若き教師たちへ」(1992
年放映)を はじめ,「教育トゥデイ」のなかのトピウクスをいずれも部分的に活用している。

(0 授 業における目標と授業展開の基本

「講義概要」と重複するが,授 業の重点項目としては,上 述のような観点から教育の諸原理に
関する基本的全体的理解,教 師としての実践的理解を主権者形成とからめて展開している。日
本国憲法,教 育基本法,学 校教育法,子 どもの権利条約,ユ ネスコ学習権宣言等の理念の実感
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的理解が重視されるのは,受 講生の個人的体験と時代や社会との関係を把握する能力や姿勢の

形成が大事にされるからである。教育基本法がいう教育目的の具体化である。

ユネスコの学習権宣言の理念を具現化することは全ての学習者の課題である。成り行き任せ

の客体ではなく,自 分と歴史を作り出していく主体としての学びが強調される。存在不安と個

性喪失を超え,歪 みのある学びから脱却するためにも,学 びが自己および他者や世界に対する

責任性の自覚から出発することが必要となる。子どもの権利条約第12条がいう意見表明権に即

していえば,対 他暴力や対自暴力といった不本意な自己表現ではなく,あ りのままの自分を表

現する,本 意な自己表現の実現である。子育て '教育の原理の実現は家庭,学 校,地 域の連携

の上に立った,教 育を是正する力を国民が持つことが欠かせない。子育て・教育の原理に反す

る教育の管理主義を越えるには国民の教育に対する意識が鍵となる。これによって教育が国民

全体に対して,直 接に責任を負って行われることになる (教育基本法第10条)。徹底した学び

が新しい時代を開く。学校教師が特定の利益の代弁者ではなく,「全体の奉仕者」(同第6条 )

であるためには,授 業そのものが知的な興奮と新たな力を獲得する喜びに満ちていることが必

要であり,そ のような果省を,学 生が感じとることのできる授業が必要である。学生には,学

ぶ権利にふさわしい教育を求める権利がある。それが条約のいう,子 どもの最善の利益に即し

たものとなろう。その授業とは知識出し入れの銀行型ではなく,課 題提起型のそれである。

授業方法は,こ うした目的に合致していなければならない。まず,授 業者による題材提示と

説明,学 生各自の応答,学 生の相互交流,学 生各自の応答レポート作成と提出の組み合わせで

ある。2回 目からは,授 業冒頭での補足説明が加わる (原則的に毎時)。授業者はレポートの内

容から学生の理解度と問題関心の拡がりを確認し,遅 くとも2日以内に返却する (所定の返却

場所を設定し,学 生が自主的に受け取る方式による)。他に関連図書の論評報告会,筆 記試験,

筆記試験の補足説明からなる。

151 実際の授業概要

第 1回 (4.12)授業ガイダンス。①受講アンケート②教育の原理とは何か。③教員免許と自

動車運転免許④教育の現状と課題/映 像資料 「日本の自画像」(部分)

第2回 (4.19)教員とは何か。①教員免許②教員の専門性/映 像資料 「課外授業」(部分)

第3回 (4.26)学校教育といじめの現状と課題/映 像資料 「日本の自画像」(部分),他

第4回 (5。10)教 師の養成,採 用,研 修/映 像資料 「若き教師たちへ」(部分)

第 5回 (5.17)教員の資質,授 業の原理,教 育内容と教育課程

第6回 (5.24)不登校,学 級崩壊の現状と課題/映 像資料 「学級崩壊」(部分),他

第7回 (5.31)学校教育の歴史,理 念と内容,方 法/映 像資料 「昭和史」(部分),他

第8回 (6.7)教 育基本法の理念と現実

第9回 (6.14)地域,家 庭,学 校の連携 (1)/映 像資料 「教育トゥデイ」(部分)

第10回 (6.21)地域,家 庭,学 校の連携 (2)1950年代の生活と学び

第11回 (6.28)青年期の教育,生 涯学習の理念と実際

第12回 (7.5)子 どもの権利条約の理念と実際

第13回 (7.12)筆記試験

第14回 (7.19)筆記試験の補足と授業総括 (1)

第15回 (7.26)授業総括 (2),教育関連書論評レポート発表会,成 績報告,学 生による授業

評価
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(0 評  価

筆者が評価において重視するのは,当 事者としての身体的反応を踏まえた応答能力の形成で

ある。そのために時事問題等の具体的な事実の提示を通して,事 実相互の構造的理解,事 実に

対する応答能力の形成を図ろうとする。毎時間の授業への応答がそのまま次回の授業の導入に

なる。したがって毎時間,授 業の計画,実 施,評 価をくり返していることになる。

問題は,学 生は何を,い かに学べば,教 育原理を学んだことになるのか。授業者は学生の学
びをいかに評価するかである。評価は自覚的に行なっているつもりである。評価の材料は毎時
間の授業への応答,総 括レポート,関 連図書の論評レポート,筆 記試験,等 であり,評 価項目
は基礎的事項の理解9当 事者性を踏まえた応用力等である。評価の観点は授業のねらいと運動
する。学びは双方向であるべく,学 生へのフィードバックを心がけている。大学審議会答申が
いう,厳 格な成績評価の実施は不可欠であるが,学 生の学びを支え,励 ますような授業実践が
要請される。受講前に比し,学 生における学びの当事者性は自党されてはいる。それがどこま
で教育原理を学んだ証としての合理性を持つかは読者の批判を待つほかない。
成績評価の報告は,受 講生に試験の総括を兼て行なう。評価材料と観点の説明,最 終評価の

結果の報告等である。概略は掲示でも示す。異議申し立ても受け付けている。
日常の授業における応答レポートは,課 題に対する各自の応答が記される。毎授業時,次 回
の授業開始時に,学 生の応答について授業者から補足,感 想を述べて,学 びの定着を図ろうと
する。応答レポートは題材あるいは題材についての説明に対する学生の応答を求める。反応で
あつて,解 答ではない。「優等生」的な反応を期待してはいない。受講生各自が自分の過去の経
験との関連の中で題材と対時していれば評価は高い。ユネスコ学習権宣言にいう 「読み」「書
き」の理念に合致していると考えるからである。なお,評 価の記入は線の太さで表している。
よく応答していると感じられるものは太い線,一 般的で表面的な応答と感じられるものは細い

線である。このような表示方法は厳密さに欠けるという批判はあろうが,評 価は漠たるもので
あるという認識および見易さという観点に立ってのことである。応答レポT卜 は,遅 刻をして
きても,あ るいは本気で応答していなくとも,隣 の学生からの情報によって若干のことは書く
ことができる。教育の原理に関わる総合的理解に繋がる当事者としての学びが必要であること
を自覚するべく要求するためには筆記試験は欠かせない。

関連図書の論評レポートは,授 業開始後に課題として提示している。関連図書としては,以
下のものを中心に紹介している。制約された時間内での思考ではなく,あ る程度まとまった時
間内での応答を繰り返す中で論評を試みてほしいという願いからである。なお,一 定の時間を
設定し,発 表希望者を募って発表してもらっている。(註:やや古典的なものが多いが,江 沢穂
島 「よみがえれ,中 学」岩波新書,多 賀たか子 「はいすく―る落書き」朝日文庫,石 川茂利夫
「中学校教師」講談社文庫,金 賛汀 「ぼく,も う我慢できないよ」講談社文庫,三 浦綾子 「石
ころのうた」新潮社文庫,林 竹二 「教えるということ」国土新書,佐 高信 「師弟」現代教養文
庫,斎 藤茂男 「父よ,母 よ」講談社文庫,本 多勝一 「子供たちの復讐」朝日文庫,辺 見庸 「も
の食うひとびと」角川文庫,そ の他,「学級崩壊」関連のものを紹介した。)
筆記試験は,資 料,サ プテキスト,ノ ート等持込み自由である。ただし,学 生相互の相談,
ノートの複写 ・持ち込みは禁止している。以下は筆記試験問題の一例である。1999年前期の第
2回 目の追試験での出題 (一部省略)で ある。

<( )内 に適切な語句,数 字等を記入し,後 の問いに答えなさい。>
教職科目の一つである (1)教育原理は,何 を学べば学んだことになるのか。それをいかに評価する
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塗。教育評価の方法には ( )評 価と ( )評 価とがある。前者は自動車学校方式で,そ の応用とし
て ( )評 価がある。後者の問題点は30年前に,あ る若い母親から指摘された。(2)「義務教育」なの

に,誰 かに2や 1の 」をっけるようになっているのはおかしい, と。▼共同体が機能してい
た時代には,全 ての共同体構成員が一人前になることが求められた。大和言葉で言う ( )で ある。
今日でも,そ の理念は生きている。日本国憲法第 ( )条 及び ( )法 第 ( )条 に規定される義務
教育の理念である。下線部 (2)はこれを論拠にしている。義務教育では9年間の ( ),つ まり,(3)
国民全員に共通に必要な基礎的教育が保証される。基礎学力である。それが保証されないことへの批
判である。評価方法への批判は付随的問題とみてよい。義務教育の義務は ( )や ( )の ( )に
対するものである以上,母 親の批判は当然である。▼問題は,下線部(3)の中身は何か。また,そ れを
全ての子女に対していかに保障するかである。日本国憲法第 ( )条 や ( )法 第 ( )条 には,そ
の方法が記してある。「 」 と 「 」 の文言である。同じ事柄を述べていながら表現に差があるが,日
本が ( )年 に批准した子どもの権利条約第2条中の ( )の 捉え方は参考になる。つまり,(4)条約
ではそれを れたものと するものとして捉える立場に立つ。 は,子 どもには学ぶ

権利にふさわしい教育を求める権利があることを謳う。それが条約のいう,「( )」に即したものとな

生。▼このことは,戦 前は十分ではなかった。学校は子どもの教育を ( )的 。( )的 に行なう施設
であるが,具 体的な姿は時代によって異なる。日本国では黒船ショック以来,明 治維新政府が ( )
( )を 合言葉に国家の近代化を推進するため1872年 「( )」を発布し,国 民皆学をめざした。日本
臣民は ( )憲 法下,( )( )( )の 義務を負っており,学 校では ( )年 明治天皇の勅令として
出された略称 ( )の もと,「極端な ( )主 義」推進の教育が展開された。1930年代には 「( )主
義」の動きも盛んになり,学 校では体罰は教育の手段と化した。▼結果は敗戦。ここに戦前の教育は否
定され,戦 後教育は ( )年 に制定の ( )法 や ( )法 の下,出 発した。教育の目的は新憲法の基
本理念 ( )に 即して 「( )を めざす」ことに置かれた。一人ひとりが 「( )的 な国家及び社会の
( )」に育つことが教育の目的となった。今日の教育はどう評価されるか。問いと模索は続く。▼冒頭
の下線部(1)については,知 識の面では以上のことを理解すること,さ らに,学 生のこれまでの被教育
体験の意味を明らかにすること,現 代の教育課題が生まれた背景と対策に対する認識を育てることが
考えられる。また,学 ぶことへの手応えを感じさせることも必要である。とはいえ,こ の意欲に関し
てはどう計るか。存在不安と個性喪失の時代にあって,若 者は巣籠もりしていると同時に偏差値という
見えない背番号に息苦しさも感じている。学びが起きるには,自 分の存在を肯定的に見る感覚が必要
である。したがって教育が主体的に生きることへの助成的介入とすれば,教 育原理は教職科目の一つ
にとどまらず,(5)青年期学生の主体的自己形成を助成する重要な科目であり,学 生に 「批判的に介入
する」営みも必要である (173頁)。▼教員は教員免許が持つ社会的責任についての自覚をもって,学
び続けることが肝要である。学校教師も本来は,一 部の利益の代弁者ではなく,(「 」)だ から。教師
に求められることは,ま ず学ぶことである。「決められたことを教えこむ授業から,教 師自身が深く学
ぶことによって支えられる授業へ」(119頁)と いう提案の通りである。新しい教育課程では,従 来の
( ),道 徳,特 別活動の他に,( )の 時間が加わって4つの柱になる。4つめの柱については,学 習
指導要領がないため教員の力量がより問われる。▼要するに,す べての問題解決には (6)子育て 。教
育の原理に立ち返ることが必要となる。(7)種としての人類の持続に繋がる,(8)一人ひとりの人間に,
各人が持っている人間的な富の全てを開花させる手段を与えることである。教育原理を学んだ証とは,
家庭,学 校,地 域の連携の上に (9)下線部(6)(7)を踏まえた,教 育を是正する力をどれだけ身につける
かであろう。

問A:下 線部(1)について,本 文中の解説を批判的に検討しなさい。
問B:下 線部(2)本 文中の解説で足りない部分があれば,指 摘しなさい。
問C:下 線部(3)あ なたの義務教育体験とその後の体験を踏まえ,こ のことを検討しなさい。また,
間Di下 線部(8)は下線部(7)に繋がるという。なぜか。あなたはこのことを実感できていますか。
間E:下 線部(4)(5)こ れらの観点から本授業を批判的に検討しなさい。
問F:下 線部(9)あ なたは,何 を,な ぜ,問 題にしたいですか。

出題意図は以下である。まず,教 育の原理に関する基礎的知識は教育原理を学んだ証として
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必要である。教育原理の専門的最低知識が何であるかについての合意は未成立である。各種の

教育原理教科書の章構成の通りである。授業で何を取り上げ,試 験で何を出題するかは授業担
当者の教育原理観に左右される面がある。教員採用試験問題の内容や意図を踏まえながら,基
本的には,授 業で取り上げた成績評価,学 校制度,教 師,教 育基本法,義 務教育,教 育の目的,
その他である。

いずれにせよ,学 びの原動力は教育現実に対する喜び,期 待,怒 り,疑 問,等 から生まれる。
それこそ一生抱えてもよいような課題に出くわすことは幸いなことである。知ったかぶりをす
ることで,「見て見ぬ振り」を決め込むのではなく,教 育現実の苦しさを自党することから始め
たい。もっとも上記の出題内容が拡散的であることは否つない。基礎事項についての理解を要
求することが結果的に拡散的な出題になっている。個人の経験を学びに生かすには,学 校現象
を読み解くためのさまざまな基礎的知識が必要となる。そのための試験問題と意図を持ってい

る。学校,教 育をめぐる現状理解と打開の展望を幅広く得るためである。学生が息苦しさを感
じている元凶を明らかにし,打 開の展望を示すことが教育原理授業のねらいのひとつである。
授業ではもちろんのこと,L試験問題にもそのことを確認するような問題を出した。試験の題材
は講義概要,あ るいは配布資料,参 考書等で扱ったものの重点項目が中心であり,授 業中の小
試験で扱ったものが大部分である。なお,成 績評価に関しては,教 育課程審議会が2000年 10
月に学校での成績評価を従来の5段階相対評価から絶対評価へと転換することを明らかにした。
記述問題はいずれも学びの当事者としての応答を求めるものである。原稿用紙のマスロを用
意することによって,字 数制限している。資料,ノ ート等持込み自由という条件のもと,無 制
限にノートゃ資料を引用しても無意味である。あるいは,自 分の中に入っていない知識はいく
ら参考図書があっても役には立たないということも実感される。

括弧問題は各 1点 (本試験の場合と出題数は異なる),記述問題はAが 10点以上,他 は各 20
点以上 (回答が優れていれば配点以上の評価)の 計 159点満点。筆記試験も授業の一環,授 業
の総括という位置付けに立ち,試 験問題は朗読し,若 子の補足説明をしている。また,試 験実
施をもって授業終了という位置付けはせず,試 験の後始末を兼ねて,総 括を行っている。問題
量が多いのは,試 験の中での新しい発見があればとの思いもある。合格基準は,時 間的にも,
問題量からしても70点以上あれば,学 びの成果としては十分とみている。問Eは ,別 途, レ
ポート扱いとしたため,配 点の対象に含まれない。

参考までに本年前期筆記試験の出題傾向は以下の抜粋にも明らかであると

▼ NHK「 真剣十代しゃべり場J(2000.7.22放映)で は,何 のための学校かが話題になった。元来,
schoolの語源は ( )を 意味し,古 代の学校は奴隷に労働させた貴族たちが通っていた。近代に入り|
多くの人が学校にいくようになったが,子 ども自身のための学校になったのは第二次世界大戦後のこと
である。学校体系も進路が塞がれた ( )型 ではなく,( )型 になった。[中略]友 人が敵になるよ
うな ( )評 価ではなく,一 人ひとりの学びを励ますような ( )評 価が必要である。[中略]▼ 学校
は人類と民族の ( )の 継承と発展を ( )的 。( )的 ・計画的に行なう社会的機関である。[中略]
▼課題を抱えつつも,学 校での教育を通して 「未来を担う子ども」に対する期待が高まるのは (5)「理
算の雲現は,根 本において ( )た まつもの」という ( )法 の文言の通りである。[中略]▼ 学校
は,戦 前に比べると子どもの利益に合致している。では,子 どもが本来の学びを実感できない理由はど
こにあるのか。学校を 「子どもに開く」とは,子 どもに対する期待,子 ども自身が取る責任も生まれ
ることを意味する。そのような期待と責任を引き受ける力量を形成することが必要であり,子 ども時代
から自分探しと自分作りが出来る環境があれば十分なのだが。(6)「学習権宣言」にいう「読む」「書く」

いるか。「基
礎学力」をつけることと,自 分探 しと自分作 りの姿勢を育てることとは両立するはず。▼戦後の教育
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の目的は ( )に おかれた。一人ひとりの個人が ( )的 な国家及び社会の ( )に 育つことが教育
の目的となった。「人間の尊厳の確立」であり,本 学の教育理念でいう「性能伸長教育」でもある。[中

略]学校教職員,保 護者,地 域住民の連携による学校改革の営みが求められている。教員免許を持って

卒業する学生も同様に期待される。どのような授業を展開すれば本来の学びを実感できるか,問 い続け
られる。

問A:下 線部(6)ど のような学びをすれば,こ れらは自分のものになるのか。

他 (略)

評価は日頭で行うほか,以下のような掲示をだす。必ずしも万全な連絡とはなっていないが,
授業者としてはこれを作成することで授業の反省,対 象化を図ることはできる。

教務連絡 (追試験の実施についての連絡含む) 1999(平 成 11)年 8月 23日

文国英2他 教育原理 受 講生へ

<全 体的感想>

例年同様,豊 富な内容を扱いました。受講生には十分に学んで頂いて感謝しています。おかげで授業
の目標はほほ達成できました。授業論評レポートヘの授業者からの説明,試 験の後始末もできました。
時間配分の不備で実力を発揮出来なかった受講生もありましたが,概 して,毎 回の授業レポートで確
かな学びをしている方は相応の結果がでています。毎回,授 業冒頭で前回分の課題について説明をしま
したが,理 解を確かにされた成果です。図書論評レポートにも,手 応えのある作品を取り上げた優れた
ものが沢山ありました。(いじめ,学 級崩壊,中 学教師,中 学校の教育実践等 ,々広 範囲にわたって取
り上げられていました。授業の中でもっと多くの作品を紹介したいと思います。)日 頭発表された 13
名には,改 めてお礼申します。時間の都合でその機会がなかった方には申し訳ありません。学生相互に
意見交換をしてみて下さい。学びのパートナーに出会えるでしょう。なお,新 聞等の書評欄,読 書案内
欄等にも目を向けてみて下さい。図書論評レポートの書き方の参考になります。
受講生には満足度の高い自己評価が多数でした。初回の約束事を守って頂き,集 中度の高い受講態
度で臨まれた成果でしょう。評価は自分が一番よく知っているのでしょう (合格率は2年次生 64%,
最履修生83%)。 さらなる学びを。授業者への評価にあるように,授 業上の工夫によっては学生の学び
がさらに高まるものと思います。今回,特 別に追加の試験を行なったのもそうした授業者への評価によ
るものです。授業者の課題ですと

目下,教 育問題に熱い視線が注がれています。教職単位としてだけではなく,市 民の教養としても教
育のありかたを考えて下さい。今後とも,当 事者として考える姿勢を持ち続けて下さいますように。
<単 位認定について>

1.評 価材料と評価基準

評価材料 :A:日 常レポート14回,B:筆 記試験 (基礎事項 69点,論 述部分90点,合 計 159点満
点 (時間的に70点 とれれば,十 分です)C:図 書論評レポート

評価基準 :以下のいずれかに該当すれば,B判 定以上の合格。
A:10ポ イント以上,B:基 礎 25点以上,論述25点以上,Cic以 上,の 全てを満たすか,
A:17ポ イント以上,B:基 礎 30点以上,論述 30点以上,c:A以 上の内,2つ を満たす場合
2.特 別に行なった追加の試験で相応の成績があれば,1.に 準じて評価した。
3.再 履惨生については,Bを 中心に,Ac,事 情によっては前回分も考慮した。
<評 価についての異議申立て。お問い合わせについて>
1.7月 26日に個人成績票を配付の上,説 明した通りですが,納 得出来ない方は,以 下の日時に,返
却済みレポート,資 料等を持参の上, どうぞ。(略)
<F判 定の受講生へ>(略 )
<不 合格の受講生へ>

1.概 して,B:筆 記試験に関して基礎的事項の理解が不十分でした。基礎的事項だけでも20点は取
れます。<全 体的感想>を 参考に,次 回に実力を発揮されますように。
付記 :掲示見落としによる不利益については,授 業者は責任を負えません。(以上)徳 本達夫
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専門性を踏まえた教育原理の学びとは何かは, くり返し問われている。成績評価に対する以

下の受講生の問 (1998年)も その一例である。この声に対しては以下の通り,掲 示および授業

の中で説明を加えた。本掲示中の回答例をそのまま試験当日回答した受講生が若千名とはいえ,
いた。活字や教師を絶対視する,あ るいはう呑みにする傾向に対して授業者は自らを相対化し
つつ,関 わる必要がある。

教務連絡 (98.7,8)

文国英 2他 (中等)教 育原理受講生ヘ

1.試 験について (略)

2.試 験に関わるレポート提出について

試験問題のうち,以 下はレポート用紙に書き,試 験当日提出して下さい。

(1)子 ども (学生)に は,学 ぶ権利にふさわしい教育を求める権利がある。その観点からの本授業
を批判しなさい。具体的な内容と方法に即して。

(2)これまで検討した内容に関わって不明点,疑 間点,そ の他があれば。(註:前回,お 書き頂きま
したが,追 加版です。なお,「どんな (試験)勉 強をしたらよいかわからない」というレポートを

頂きました。教職科日の一つとして授業を展開したつもりです。学習内容を振り返って見て下さ
い 。)

3.最 終レポートについて (再確認のためです)(略 )
4.成 績評価について

「うわさだが,先 生の思いと反する (ことを書く一補足)と 必ず落とされると聞いた」というレポー

トを頂きました。半年もお付き合い頂き,こ のような不安をお持ちになるのは,誠 に遣憾です。授
業者としての責任はとります。

考え方 1。「先生の思い」が日本国憲法や教育基本法,学 校教育法,学 習指導要領,子 どもの権利
条約等に即したものである場合。「反すると必ず落とされる」のは当然です。その場合は,「先生の
思い」ではない。免許を持つのは,ご 自分にとっての利益であるにとどまりません。
(参考)昨 年の試験問題 [(  )に 適切な語句を入れる]と 学生の回答例
1:体 罰禁止規定に関わって,「,,,(  )は 許されるが,(恋 愛)は 禁止されている。」
2:ポ ルトマンの 「生理的早産」に関わって,「,"基 本的行動様式である (遊ぶ)(食 べる)
(眠る)が ある。」

3.そ の他,時 代錯誤の回答例  明 治時代と昭和時代の混同

考え方2.「先生の思い」が個人的な趣味に基づく場合。私としては,そ のようなつもりはありま
せん。あれば,ど うぞ,遠 慮なく異議を申立てて下さい。(試験後,毎 回,受 け付けています。)こ
のような声が,「学ぶ権利にふさわしい教育を求める権利」に即して出されたのであれば,大 歓迎で
す。誰もが教育を受け,ま た,教 育することができるため,万 人が教育に対して,一 家言ありだか
らです。大事なことは, どのような見解であれ,そ の根拠を問うことです。詳しくは,2(1)の レ
ポートでどうぞ。

5.総 合的評価と結果

(1)厳格な成績評価との関連

以上のような取り組みを試みているとはいえ,本 稿の課題である,何 を学んだら教育原理を
学んだことになるのか。どう評価するかについては明確な答えを持たない。次世代に対する期
待値としての評価基準の高さという言い方もできる。逆に,自 学自習が学びの本道とすれば,
どこまで厳密にするべきかはさらに検討する必要がある。少なくとも,受 講生が将来自学自習
に励むであろうとの予測に立った評価ではない。学生が示す様々な事実に即した評価に徹して
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いる。むろん授業者として,学 生の学びを支え,励 ますように総合的評価を意識してはいるが,

総合的評価をどう付けるかが難問である。浅野誠も教育方法学的に学びを促しつつ,か なり要

求度の高い授業と評価を行なっている14)。授業通信を通して,多 人数授業の欠陥を補おうと精

力的に取り組んでいる土橋信男も,初 期登録者数を含めた合格率は41-68%と いう1め。勝山も

学生の理解の実態を厳しく把握している10。不合格を出すことは,教 員としての教授能力を問

われかねないものだけに,厳 格な成績評価を行うことは,授 業者の学生への尊敬や願いの表明

ともいえるのではないか。

日本教師教育学会,全 国私立大学教職課程研究連絡協議会 「研究大会」等では,大 学教員の

授業実践が報告されてきた。その中での難問が評価に関するものである。そこでも試験問題の

うち論述試験については紹介されたことがあるが,実 際の評価の部分に関してはプラックボッ

クスである。筆記試験の問題の公開はどこまでなされているのか。筆者の出題がどこまで教育

原理学習の評価として合理的であるのか,授 業全体を含めて同業者の批判を待ちたい。

(2)受 講生の応答例

救いは,受 講生が高い学びを得ていると自己評価していることである。むろん,そ れは学生

の手柄に帰すべきものである。授業者としては学生のさらなる学びを保証するためにいかなる

授業上の創意工夫をすればよいのかという絶えざる課題を抱えている。受講生の応答はその意

味で授業者を鍛える貴重な指針である。まさしく,学 生は 「教師の教師」である。そのような

立場に学生と立たせ続けることが教員としての資質向上に繋がるであろう。

今まで私が受けてきた教育は,ま さに,つ め込み型の教育であった。点を取ることに一生懸命になり

教科書に出ていることを丸覚えして,そ れで充分勉強している気になっていた。しかし大学に入り,高
校までに勉強してきたものをほとんど忘れ去っている自分に気付き,今 まで何を学んできたのかと空し

く思うことが多くなっていた。そんな中で教育原理を受講し(1)本当にきつかった。毎回,様 々なこと

を,自分の頭で考えさせられたからだ。これまで,既 に出来上がったものを丸ごと頭につめ込むこと

ェ慣とてぃた私にとって,逆 に何も手を付けられていないものを自分なりに形にしていくよう生車の
授業は,大変苦しく難しかった。内容の表面的なことは理解できても,先生が質問されるような,深い
内容については,理解できない。しかし,そ の理解できないという気持ちが逆にどうしても理解した
いという気持ちに変わり,自分から積極的に学ぶ姿勢が表れ始めたように思う。さらに,分からないな
りにその問題を解決しようとし,(2)友人同士で互いに自分の考えを日に出し相手の考えと自分の考え
士交≧て話し合うようになった。自分の意見を否定されたり,時には相手の考えに圧倒されたり,冷や
汗をどきながらも,こ うすることでより深くその問題に触れることができたし,他人の考えを受け入
れ,共 に成塁できたよう堕思え塗。ただ話を聞くだけでなく,自分から学ほうとした中で見付けた発
見は大きく,解 決できた時には,何 とも言えない喜びがあった。質問に対して話し合える時間がこの授
業にはあった。自分が授業に参加していると実感できた。そして,(3)分からないことで逃げずに向き
合おうとした自分の変化に気付▼、た。本の前書きに 「みんなで学ぶ」「学ぶことは変わること」という
記述がある。今まで点をとることにだけ向き合っていた自分が,他 人と意見をかわし,小 レポートで授
業に向き合った。そこに 「みんなで学が」ということの意味が少しずつ見え始めたように思える。そ
して,こ のように変わった自分がいるということは,こ の 「教育原理」で学んだことは,高 校時代ま
で受けてきた教育とは根本的に違うと言える。自分から学ぶこと,考 えること,皆 と考えを分かち合う
こと,こ れらから得た学びは,決 して簡単にはがれ落ちるということはない。本のまえがきを読み,
改めて 「教育原理」の授業が自分の 「学び」の姿勢を変化させるものであったことを確信した。(D生 )

学生Dは ,「本当にきつかった」という。下線部(1)のように 「自分なりに形にしていく」授
業であるためである。教育の原理を自分の過去の経験を踏まえながら,他 者の経験と交流させ
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ながら,法 律や教育思想と絡めつつ,体 系化していく作業そのものが教育原理における学びで

あろう。体系化されたものを知識として学んでも実際の教育実践の中でどれだけ有効であろう
か。まずは,学 生自身が学びの主体となって,自 らを形成する作業を繰り返すことが必要であ
ろう。そこから,下線部(3)のように「逃げずに向き合おうとした自分の変化気付く」。高校時代
までの学びとの違いを指摘する。下線部(2)のような,他 者との共同的学び合いの成果でもあ
る。

教育原理を受講する以前,この授業では(1)「教育とは何なのか」を先生によって教えてもらう授業だ
と思っていた。しかし,実 際は,教 えてもらうだけではなく,自 ら考えるものであった。自分で答え
を見つけだそうとする事に意味があった。授業は私達にその大きな問いに向かい合うための場であっ
た。教師を目指すという事は,今 までの生徒という立場からだけでなく,教 える側からの視点で教育問
題について考えなければならない事に気付かされた。教える側というのは私にとっては今までにない

初めての立場であり,こ れからは,力 をつけていかなければならないものである。この教育原理の授
業により,私 は,私 なりに得たものが多かったと思う。

(2)私が全まで型ェ中高≧経験した学校生活で感じとった教育現場がすべてではないという事に気付
き,も っと世間に目を向けなければならない事がわかった。自分だけの経験で物を言うのではなく,
他者の意見も交えてみなければいけなかった。そうすることで自分の教育に対する偏見をなくさなけれ
ばいけないという事も学んだ。教育へのマイナスイメージにより,さ らに教師を目指したいという願
望も高まっている。もちろんプラスのイメージもある。教育を受けてきたからこそ今の私がいて,教
師になりたいという気持ちもあるのだ。この授業を受けて,新たに変わった教育への考え方を大切にし
ながら,こ れからも,難 問に向き合う事を忘れずにしていきたいと思う。(E生)

学生 Eは ,D生 と同様の意味のことを下線部(1)で表明している。また,自 らの経験を広く,
深く位置づけることの必要性を強調している (下線部(2))。いずれも授業の目的は達成されて
いると見てよい。両名とも初めての履修であるのに対して,以 下の学生は三度日の履修である。

V「Rを 織り交ぜての講義で,と てもわかりやすかった。このⅥ限 を見ることで,現在の教育問題や
いろいろな事実等を知ることができた。また,あ まり暗くなかったのでメモが取りやすかった。そし
てこの講義のおかげで,新 聞やニュースを見るようになった。
(1)全まで何度も

“
新聞を読め

"“ニュースを見ろ
"と
言われたが,たいてい3日ほう っていた。

私は,こ の教育原理の授業を受けて,良 かったなあと思ったのが,自 分は教わる立場から教える立場
になるための意識を強く持つ様になれたことです。そのためにも,(1)教師という立場は,時 代や社会
'三敏感にならなければいけないという事も当然だなあと思いました。
性格だけ良ければ良いとか,頭 だけ良ければりっばな先生という概念は捨てなければいけないと感じ
ました。実際,専 門職として教師は一定の資格という物を要求されるけれど,免 許状だけでは,今 の時
代は難しいと思います。だから,教 育公務員にもっと研修を与えたらいいなあと思いました。
私自身もこれから,(2)もっと専門的な力,人間性,基本的生活力を身につけ,多 くの事を生産して
いかなければいけないと思いますbそ うして,今の

“
学力の完成を重視する

"教
育概念を変える1人

の教師になりたいなあと思っています。
子ども達に生きる力を身につけさせ,理 屈でなく,体 を通して体験,経 験して欲しいと思います。
教育とは,想 像力に富んだ人間を作る事ではないかなあと,こ の授業で気付かされたと思います。
だから良い教師は,そ の子ども達の想像力を導き出さなければいけないのではないでしょうか ?(F
生)

この講義を受け,そ れが何故大事なのか,何 故必要なのかを知り,毎 日 (ニュースは毎日とはいかな
しとが)目 を通すようになった。そして自ら学ぶことの大切さが多かった。「

“
消費
″
ではなく
“生産
"
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を」という言葉が自分のものになるよう努力しようと思う。教育の基本とは,い つも疑間を持つこと

にあると思う。「何故なんだろう」と思うことから学びが始まるのではないか。

毎日レポートを書くことで,その時間の内容が自分の頭に入っているかの確認ができた。(2)最初は

自分の思いを言葉にするのに時間がかかったが,回数が増えるにつれ,ス ムーズに書けるようになり,
そんな自分に正直驚いた。毎回少しずつでも書き,積み重ねることが大事だと改めてわかった。(G生)

私は2年生のときに教育原理を受け,今年は2回目の受講である。1年前私はなぜ自分が落とされた
のかよくわからなかった。いろいろ考えて出てきた答えは,「テストができなかったのだろう」という
点に達した。しかし,今 回は講義を受けナるときに昨年のノートも持ってきて,開 きながら聞いていた。
ほとんど同じ内容をやっているにも関わらず,比べてみると1年前とノートが違うことに気づいた。
昨年は先生の話を開いて,きちんとメモをとり,先生の言う事は聞き逃すな,というようなノートだっ
た。だから,自 分の意見や考えの書いてあるところがなかった。それに比べて今年は,も ちろん大事
なことは書いてあるが,(1)自分の意見がたくさん書いてあった。どうしてこんなに違いがあるのだろ

うかと考えると,一 人よがりの勉強,教 育を学ぶという原点,授 業に対する態度,な どさまざまな点
で欠けていた。そう思えばNHKを 見るようになり,見れないときはビデオにとってまで見るほどに成
長した。そのようなことを考えると,「どうして教師になりたいと思ったか」,「なぜ今教育原理を受講
しているのか」と,自 分に問い掛けることが多い。また,地 域で文化を学ぶことも大切だが,せ っか
くいろいろな県から来た人がいる学校で,友達や先生たちと意見交換し,自 らの経験を隠さずにありの
ままの自分で話すことによって,文化を学ぶことができると思い,実行した。だから,(2)私にとって
2回 日の受講は,教 育ということをわかる,そ の中で

“
生きる
"と
いうことを学ぶ, という点でとて

も意味のあるものになったと思う。

(3)先生はなぜ終わり5分前になってから感想を書くように言うのですか。以前「授業を受けている
といろいろ疑問点が浮かぶから,そ ういうことは自分でわかると思う」とおっしゃいました。確かに
開いてたり,映像を見ると疑問点が浮かびます。でも,書 こうと思ってもどんどん進むので両方同時に
はうまくいきません。人間は1つの行動を集中してやるものです。まして,私 のように書くことの遅
い人は努力しているもののとても大変です。しかも, 1コマロなので次の授業に遅刻しそうになりま
す。
“
学ぶ側に権利がある

"と
いう言葉も常に聞いています。そういうことを考えると,終わり5分前

はまだしも,2,3分 前はかなりつらい部分があるので,時 間を意識しながらすすめてほしいと思いま
した。(H生)

F生やG生 が下線部(1)で言うように,時代や社会の中で生きる子どもに関わる教員は時代や
社会に関心を持つことが要請される。主体的な学びが生まれると,主 体的な応答が始まる。H
生の下線部(1)のように。しかも,三 名ともそのような力が身についていることを感じている。
主体的な学びは喜びを伴う (下線部(2))。

次のI生も同様のごとを指摘している。自分探し,自 分創りの一環としての授業目的は実感
されている (下線部(1))。それは相対的なものではなく,絶 対的なものである (下線部(2))。
同時に,下線部(4)(5)(6)で言うような他者や世界,過去や未来と繋がった 「私」という存在を
実感している。何よりも学ぶことは変わることである。それを自ら実感できることは幸せであ
る (下線部(3))。下線部(8)のような他者との対話・交流が生む学びの成果であろう。なお,下
線部(7)は受講生の消費者意識を喚起するための筆者の問いかけである。

今回,私 にとって教育原理は,(1)自分を考える,向 き合うことのできた授業だった。去年より当授
業で,自分が全体的に深く考えられた,学べたと思う。一回一回,一つ一つのコメントも映像を見て考
えることができたので書けたと思う。先生の言っていることも,前 はただとにかく早くメモをとらな
ければとあせってとっていたけれど,今 回は,考 えてメモもとれた。
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私が授業をとって,(2)r埜 とこ言えること,よ かったことは,人 と比べるのではなく,自 分がどうな
のか,私 自身と比べられた,自 分についてもよく考えられる授業であったのがよかったと思う。前よ
り埜 「自分と向き合えた」のではなと、かと思っている。自分がやつていることは何か,何 をしようと
しているか,何 をやったらいいのか,そ ういうことを考えなくてはと思った。去年は,ど こかで人と

比べて,う まくいかないことは人のせいにしていたのだと思う。「それはだめだ」と思っているはずな
のにくり返してしまっていた。しかし,今 回は,自 分自身について考えようとしたし,考 えられた,
自分に向き合うことができたのではと思い,(3)自分が変わったと思う。

今回は,教 育するということを,前 よりもかなり真剣に考えられたと思う。そして,そ れがとても
重いことだけれども,と てもすごいことなのだと感じた。

(4)数員単ャヽうのが,た だ日の前の子どもだけにかかわる,そ こにいる子どもだけをみるのではいけ
ないということがわかった。今の社会全体がどうなっているのか,子 どもをとりまく環境は,子 ども
たちがおかれているところを,常 に,自 分対子どもだけではなくて, もっと周りを見なければならな
いことが多くあることをいつも考えていなャヽといけない。自分は何をしているのか,自 分は何をする
のかを意識して,自 分の前の子どもとかかわってぃかなければ,子 どもをみることはできないという
ことが感じられた。

また自分の周りにあることを,周 りにあると思うだけで,あ たり前のように感じるだけで何も考え
ずにいることは,と ても楽だけれども,そ れでは自分がいる意味がない。そんな自分では,子 どもに
そう感じさせない,感 じない力をつけられないし,子 どものことを考えてぃくことも,一 緒に学んだ
り,考 えたりすることもできないと思う。自分の周りにあるものは,周 りにあるだけではなくて,あ
たり前だけれども,自 分はその中に生きているということを忘れてはいけないと思った。これまでに
映像でいろいろな時代を見てきたけれども,(5)そュは切れているのではなくて,ずっとつながってい
ることで,そ のつながったその中で,今 自分が生きているということを感じた。周りを周 りのことと
して意識しないでいると,問 題があっても,そ のまますごしてしまったり,問 題自体が見えなくなっ
て全体で流されて,大事になってしまう恐ろしさも感じた。自分は全体の中の一人なのだけれども,そ
れで終わっていたら,そ れでは自分が私である意味はないのではないか,誰 でもいいのではないか,
もしかすると誰もいなくてもいいのではないかと思う。(6)自分は全体の中の一人なのだけれども,そ
れ至空塗らゴに2その中で自分はどうするのか,何 をしたらいいのかということを考えていこうと感
上生壁茎どった。自分を考えることは ゃ環境や時代など,全てにつながることで,そ ういう中
で,「自分はこれだ!」というものが持てるのではないかと思う。
子どもに関わるということ,教 育するということは,そ の前に自分がどうかを考えることが本当に
あたり前に大切で,そ してそのあたり前に大切なことをしっかり意識していないといけない,子 ども
につけていこうとしてぃる力は,求 められている力は, 自分自身にも,求 められている力だと感じら
れる授業だった。

自分がいままで意識しなかったことはたくさんあって,考 えてもいなかったこと,知 らなかったこ
ともたくさんあったのだということを知った。「人格の完成をめざす」など,法律や目的とか方針につ
いても,「知らないと考えられない」という言葉が,こ れまでの小中高の学校時代を考えてみても,本
当に実感できたし,考 えなければならないことがたくさんあるということを毎時間感じた。
子どもにつけたい力は,当 然自分にもつけなければならない力で,自 分がこれから自分にどう力を
つけるかの方法 (発信すること,失 敗するかもしれないけれど,と にかくやってみること,知 ること
など)を 知れたり,感 じたりすることができた。(7)最初の授業で言われた2「お金を!まらった価値生
ありましたか」は,授 業から学べたことは多くて,こ れからも考え続けていかなければいけないこと
も多くあって,私 にとっては絶対に 「払った価値あり」の授業だった。
(8)全国の姿業コ】ら,自分の考えを友達にも話してみるようになった。いままでは話す前に,もや
やといろいろ考えてやめてしまっていた。しかし,今 回からとにかくやってみたのだが,す ると友達
の考えを知ることができたり,私 とは全然ちがう考えをきけたりして,注 目していなかったことを見
ることができて,自分もまた考えることもできた。その他にやってみようと思って始めたこともある。
人と比べるのではなく,自 分が自分と比べられた,自 分と向き合うことができたと思う授業だった。
( I 生)
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学生の自己形成と教師教育

このように,応 答が確かになることが学びの成果である。受け身であるうちは,学 びが学生

自身のものにならない。当事者としての学びを要求する筆者として,以 上の応答は評価してよ

いと思われる。いずれにせよ,今 日,問 われているのは,学 校知とでもいうべき,自 分の身体
を離れたところでの知識ではなく,身体知とでもいうべき,生 身の身体の中にある知識である。

「生きて働く学力」ともいえる。単なる物知りであることではなく,賢 いということが市民の

教養として求められているのだから。

G 。今 後 の 課 題

課題は多い。総じて,主 権者育成に葉がる学びの共同体作りを実現するための実地の場と機

会を保障することである。これによって学生の自己形成によリー層寄与できるであろう。

第1に学習主体である学生の共同学習能力を形成するための工夫である。浅野を始めとする

優れた実践に共通している点である。授業時間内での共同学習にとどまらず,教 室外の共同学
習を組織したい。授業時間内に学生の相互交流の時間を意図的に持ったことは有効であった。
刺激的な題材の場合は,授 業時間以外にもそのような場を持ってほしいとの願いは学生に届い

ていた。共同の学びの機会をさらに保証するべく,多 人数のための授業工夫を図りたい。杉江
修治17)の実践も参考になろう。

第2に共同学習を必然とするような刺激的な材料の提示,あ るいは材料の精選である。限ら
れた時間の中で学習材料の精選を図るうえで,優 れた参考書は不可欠である。自学の参考にな
る。また,他 者の経験から学ぶ上で,同 学者の学びの成果と課題についての報告書も貴重にな
る18)。先輩の教育実習の報告会への積極的な参加も大事にされなければならない。
いずれにせよ,教 育原理授業は職業教育としての教職課程教育ではない。将来の教師として
の能力形成は必要不可欠であるが,狭 い範疇での教職課程教育は意識していない。従来の教員
養成から教師教育への転換もこうした発想に立つからである。養成,採 用,研 修といった一貫
した流れのなかで教師教育を考える視点に立つ教職課程教育であることが要請されている。そ
こで強調されるべきは,教 師自身の学びの当事者性であろう。学習権宣言に繋がる学びの当事
者性を持った者が次世代への責任を果たせるであろう。複合汚染を続ける社会と教育の中で
「ゾンビチャイルド」を生み出す事が分かっていながら,さ らなる 「人体実験」を繰り返す事は
できるのだろうか。大人世代は総体としては,子 どもを喰らう存在でしかないのだろうか。子
どもを儲け主義の餌食にするしか能がないのだろうか。仮にそうであるとすれば,教 師はどち
らの立場に立つのだろうか。教師という職業が持つ子どもに対する優位性 ・絶対性を責任性の
自覚へと転換させることなくしては,危 い。この意味からも子どもという次世代に対する責任
性を自覚すべき専門職としての教師の基礎知識とは何か。絶えざる間である。教員免許が持つ
社会的責任についての自覚を持つべく,授 業者同士の授業実践の相互交流は不可欠である19)。

付記 本 稿は,日本教師教育学会第10回研究大会 (2000.10。7)にて日頭発表したものに加筆
したものである。貴重なご指摘を頂いた同業者に感謝する。
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